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一

棟

鎗

叢

第
三

十
一

巻

∵

弟
五

盤

糾

∵

約
は

滑
滅
し
､

再
挙
行
に

よ
り
､

新
し
い

株
式
が

創
設
さ

れ
た

も
の

と

解

す
る
｡

自
己

株
式
の

再
挙
行
は

再
棄
却
と

も

呼
び

う
る
｡

買
取
つ

た

自
己

株
式
せ

費
却

し

た

場
合
資
本
の

噂
加
は

な

く
､

買
取
に

普
つ

て

支
.
沸
つ

た

剰

飴
金

(

我
国
商
法
の

場
合
に

は

任
意

準
備
金
)

は

復
括
ぜ

れ
る
｡

自
己

株
式
の

費
買
は

株
主

間
の

持
分

調
整
で

あ
り
､

利
益
剰
飴
金

(

我

国
の

場
合
は

任
意
準
備
金
)

を

自
己

株
式
賓
男
の

財

執
と

す

る

場
合
に

は
､

一

利
益
金
に

よ

る

資
本
調

節
を

行
つ

て

い

る

こ

と
で

あ
り
､

か
1

る

取
引
か

ら
来
る

差
益
ほ

資
本
的
性

格
を

有
す
る

も
の

で

あ
る

か

ら
之
は

資
本
剰
飴

(

2 8
)

金
と

し

て

積
立

て

る
べ

き
も
.の
で

あ
る

と

考
え

る
｡

自
己
株
式
の

再
挙
行
に

普
つ

て

新
株
引
受

権
が

輿
え

ら

れ
る
べ

き
か

否

か

に
つ

い

て

議
論
が

分

れ
て

い

る
｡

ス

チ

ー

ブ

ン

ス

教
授
は

自
己

株
式
の

.

摂
待
に

よ

れ

他
の

株
主

の

議
決
権
に

影

響
を

及
ぼ

す
こ

と

と

な
る

故
､

再

■

挙
行
に

嘗
つ

て

新
株
式
引
受
確
を

輿
え

る

方
が

よ
い

で

あ
ろ

う
と
主

張
す

.

(

鮒
)

■

(
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)

る
｡

■
反
封
詮
あ
る

も
之
を

正

普
と

考
え
る
｡

月
己

株
式
の

配
蕾
は

長
の

株
式
配

普
で

は

な
い
｡

剰
飴
金
の

資
本
化

が

(

氾
)

”

な
い

か

ら
で

あ
る
｡

か
ゝ

る

自
己

株
式
の

配
嘗
は

剰
飴
金
を

意

味
し

な
い
｡

取
得
し
た

自
己

株
式
を

消
却

す
る
こ

と

も
出
来
る

こ

と

ほ

我
が

商
法
に

於
て

も
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で

あ
る
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)
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甲
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t
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ロ
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}
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p
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〔
山
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金
弁

天

自
己

株
式
取
得
制
限
違
反
の

数
果

米
法
上

自
己

株
式
取
得
制
限
違
反
の

激
臭
は

無
数
で

は

な
い
｡

斯
る

場

(

3 2
)

一

合
取
締
役
は

責
任
を

負
う
｡

文
ニ

.ユ
ー

ヨ

.
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ク

州
刑
法
に

於
て

は

斯
か

る

(

㍊
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場
合
取
締
役
及
び

役
員
は

軽
罪
に

虞
せ

ら
れ
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こ

と
に

な
つ

て

い

る
｡

我
国
に

於
て

ほ

制
限
に

蓬
反
し

た

行
馬
を

無
数
と

す
る

詮
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多
数
)
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も
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疋
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を
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と

す

る
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る
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る
｡

斯
か

る

場
合
取
締
役
ほ

責
任

を

負
い

(

ニ

六

六

榛
､

ニ

六

大

條
ノ

三
)
､

文
罰
則
の

規
定
(

四

八

九

健
二

凍
)

が

あ
る
｡

(

3 2
)

田

巴
-

巴

邑
n
O
-

O

p
-

(

き
.

､

勺
p
.

缶
-

-
悪
声

まヲ0

(

3 3
)

出
e
r
-
-

C

琵
e

∽

0

日

〔
O
M

p
O
r

P
t
i

O
ロ

(

.3 4
)

.
内

申
･

前

端
二

〓
ニ

貫
｡

句
小

口
p

ロ
ロ

e
一

-

器
○
-

ワ

金
山
.

(

-

盟
ナ
N
･

-

＼8
′

辞

ゝ
れ

賢
丁

′バ

爪

ま
き

‥

1

1

エ

与
ぺ




